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1.  21年3月期の連結業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 82,416 △9.6 92 △90.3 △567 ― △7,881 ―

20年3月期 91,138 11.7 953 ― 809 ― 607 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年3月期 △63.88 ― △31.2 △0.6 0.1
20年3月期 4.93 ― 2.0 0.7 1.0

（参考） 持分法投資損益 21年3月期  184百万円 20年3月期  520百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 88,041 21,376 24.1 171.81
20年3月期 100,365 29,448 29.2 237.27

（参考） 自己資本   21年3月期  21,195百万円 20年3月期  29,271百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

21年3月期 △2,522 3,804 △885 5,526
20年3月期 △336 6,481 △7,662 5,180

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（年間）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

20年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

22年3月期 
（予想）

― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3.  22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

31,000 △11.8 △800 ― △700 ― △800 ― △6.48

通期 73,000 △11.4 1,200 ― 1,300 ― 1,000 ― 8.11

1



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

詳細は13ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

１株当たり当期純利益（連結）の算定上の基礎となる株式数については18ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期 129,649,939株 20年3月期 129,649,939株

② 期末自己株式数 21年3月期  6,283,630株 20年3月期  6,281,169株

（参考）個別業績の概要 

1.  21年3月期の個別業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 79,227 △7.4 △114 ― △880 ― △8,430 ―

20年3月期 85,579 8.2 809 ― 226 ― 135 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

21年3月期 △68.34 ―

20年3月期 1.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 78,611 13,098 16.7 106.18
20年3月期 91,330 21,724 23.8 176.10

（参考） 自己資本 21年3月期  13,098百万円 20年3月期  21,724百万円

2.  22年3月期の個別業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合が
あります。なお、上記業績予想に関する事項は３ページをご覧ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

31,000 △8.0 △800 ― △1,100 ― △1,200 ― △9.73

通期 71,000 △10.4 1,100 ― 500 ― 200 ― 1.62
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1．経営成績 
(1) 経営成績に関する分析 
① 当期の経営成績 

当期におけるわが国経済は、昨年秋以降の世界的な金融危機を背景にした世界同時不況の影響により、輸

出産業を中心に急速に企業収益が悪化し、雇用環境も厳しさが増す中で個人消費も冷え込み、景気の後退が

鮮明になりました。 
建設業界におきましては、公共投資の抑制が続く中で、下期以降の景気悪化に伴い民間設備投資が抑制さ

れる等、当社グループを取り巻く環境は厳しい状況で推移いたしました。 
このような状況の下で、当社グループは、経営の効率化と業績の向上に努めてまいりましたが、主に民間

建築工事の選別受注を徹底しました結果、売上高は824億円と前連結会計年度に比べ87億円(前年同期比9.6%

減少)の減収となりました｡ 

損益につきましては、完成工事総利益は増加したものの、販売用不動産評価損15億円を計上したこと等に

より、営業利益0.9億円（前年同期比90.3％減少）、経常損失５億円（前年同期は経常利益８億円）となりま

した。 

これに、希望退職に伴う特別加算金、減損損失、貸倒損失等による特別損失57億円を計上した結果、税金

等調整前当期純損失は59億円、繰延税金資産の取崩しに伴う法人税等調整額17億円を計上したこと等により、

当期純損失78億円（前年同期は当期純利益６億円）となりました。 

 

事業の種類別セグメントごとの業績を示すと次のとおりであります。(事業の種類別セグメントごとの業績

については、セグメント間の内部売上高等を含めて記載しております。) 

 

 （建設事業） 
建設事業を取り巻く環境は、公共投資の削減及び民間建築工事の減少により、厳しい状態が続いており

ます。そのような状況のもと選別受注を徹底いたしました結果、当社グループの建設事業の売上高は789
億円と前連結会計年度に比べ67億円(前年同期比7.9%減少)の減収となりました。損益につきましては、原
価管理の徹底、現場効率化等の施策により工事利益率が向上したこと等により、営業利益８億円（前年同
期は営業損失４億円）となりました。 

 
 （不動産事業等） 

不動産事業を取り巻く環境は、世界同時不況の影響及び国内消費の冷え込みにより市況が低迷している
状態であります。このような状況を考慮し、堅調な物件を中心に販売活動を行いました。しかし、地価の
急激な下落により、当社の保有する販売用不動産について、将来の事業収益性を考慮し、より厳格な方法
で評価の見直しを行った結果、販売用不動産評価損15億円を計上することとなりました。これにより当社
グループの不動産事業等の売上高は35億円と前連結会計年度に比べ20億円(前年同期比36.5%減少)の減収、
営業損失は７億円（前年同期は営業利益13億円）の減益となりました。 

 
② 次期の見通し 

今後の見通しにつきましては、わが国経済は先行きの不透明感が拭えない状況にあり、建設業界にお

きましては、政府の経済危機対策による大型補正予算の編成等期待感はあるものの、当面民間設備投

資の抑制傾向は続くことが予想されることから、当社を取り巻く環境は、依然厳しい状況が続くもの

と思われます。 

また、不動産事業等におきましても、全国的な地価の早期上昇は期待できず、直ちに業績向上には繋がら

ないと考えております。 

これらの状況を踏まえ、当社グループの平成22年3月期の業績予想につきましては、売上高730億円、経常

利益13億円、また当期純利益10億円を予定しております。 
 
(2) 財政状態に関する分析 
① 資産、負債、純資産及びキャッシュ・フローの状況に関する分析 

当社及び連結子会社は、キャッシュ・フローの安定化を図りながら、財務体質の改善・資産の効率化に取

り組んでおります。 
（資産） 

流動資産は、受取手形・完成工事未収入金等が 29 億円増加しましたが、販売用不動産が 28 億円、立替金

が 27 億円、それぞれ減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ 24 億円減少し、634 億円となりまし

た。 

固定資産は有形固定資産が 66 億円、繰延税金資産が 25 億円、それぞれ減少したこと等により、前連結会

計年度末に比べ 98 億円減少し、245 億円となりました。 

以上の結果、総資産は前連結会計年度末に比べ 123 億円減少し、880 億円となりました。 
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（負債） 

流動負債は、前連結会計年度とほぼ同額の 598 億円となりました。 

固定負債は社債が 11 億円、長期借入金が 13 億円、再評価に係る繰延税金負債が８億円、それぞれ減少し

たこと等により前連結会計年度末に比べ 36 億円減少し、67 億円となりました。 

以上の結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ 42 億円減少し、666 億円となりました。 
（純資産） 

純資産は、資本剰余金が 23 億円、利益剰余金が 46 億円、それぞれ減少したこと等により、前連結会計年

度末より 80 億円減少し、213 億円となりました。 
（キャッシュ・フロー） 

当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローについては、工事代金の回収及び販売用不動産の売

却に努めましたが、25 億円の資金の減少（前年同期は３億円の減少）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローについては、主に有形固定資産を売却したことにより 38 億円の資金の

増加（前年同期は 64 億円の増加）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローについては、有利子負債の圧縮に努めました結果８億円の資金の減少

(前年同期は 76 億円の減少)となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物期末残高は、期首残高から３億円増加し、55 億円となりました。 
 
②キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成１９年３月期 平成２０年３月期 平成２１年３月期 
自 己 資 本 比 率 ２７．２％ ２９．２％ ２４．１％

時価ベースの自己資本比率 １３．０％ ８．４％ ４．６％

キャッシュ・フロー

対有利子負債比率 － － －

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ － － －

（注）自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 
インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／ 利息の支払額 
※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 
※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 
※キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 
※有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対

象としております。 
※１９年３月期、２０年３月期及び２１年３月期の「キャッシュ・フロー対有利子負債比率」「イ

ンタレスト・カバレッジ・レシオ」は、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、記載を省略
しております。 

 
(3) 利益配分に関する基本方針及び当期の配当 

当社の利益配分につきましては、会社を取り巻く環境を勘案しつつ長期安定的な配当を継続することを基本に

しております。 

しかしながら、当期の配当につきましては厳しい経営環境を勘案し、遺憾ながら無配とさせていただく予定で

あります。 

 

2．企業集団の状況 
最近の有価証券報告書（平成20年６月30日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社

の状況」から重要な変更がないため開示を省略します。 
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3．経営方針 
(1) 会社の経営の基本方針 

当社は「良質の建設サービスを安全かつ経済的に顧客に提供し、社会に貢献する」ことを企業理念として

掲げ、長期的に安定して存続・発展していく企業を目指して、更に、経営の効率化・合理化を推進し、経営

体質の改善と業績の安定的向上に努めております。 

この企業理念は子会社、関連会社についても同様であり、グループの力を結集して、顧客の満足を得られ

るよう、努力してまいります。 
 

(2) 中長期的な会社の経営戦略と対処すべき課題 
当社は、急激に変化する事業環境に対応すべく経営基盤を再構築するために、「中期経営計画(2008年度～

2010年度)」(平成20年10月1日発表)を策定し、取り組んでおります。 

本計画では、「本業収益構造の抜本的見直しにより安定した黒字体質を築く」を基本方針に、安定した黒

字体質の構築と財務体質の改善強化を柱として、本業収益力の強化、経営効率の改善による経常利益の確保

と、有利子負債の大幅な圧縮を図ってまいります。 

すでに、平成20年度において、事業規模に応じた人員体制の確立を図り、民間集合住宅案件からの撤退を

含め建築事業の大幅な縮小に取り組んでまいりました。 

この計画に全社一丸となって取り組み、実現に向けて邁進するとともに、コーポレートガバナンスを充実

させ、防災活動や地域交流等の社会貢献活動を推進することにより、真に信頼される企業となることを目指

してまいります。 

 

  本計画の主な施策は以下のとおりです。 

 

 ・主な施策 

    (1)本業収益力の強化と経営効率の改善により安定した黒字体質の構築 

    A.本業収益力の強化 

     ①総合評価落札方式への対応を強化 

      ・本支店、現場の連携強化と営業・工事一体による体制の確立 

      ・積算、情報収集能力の向上 

      ・案件の絞り込みと獲得率の向上 

     ②現場マネジメント力の強化による工事粗利益率の向上 

     ③建築工事の徹底した選別受注、目標案件の絞り込み 

       B.経営効率の改善 

     ①事業規模に応じた組織・管理体制の構築 

         ②組織・管理体制の効率化による経費の削減 

  (2)財務体質の改善強化 

    保有不動産の売却促進、工事収支改善による有利子負債の大幅な圧縮 
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４.連結財務諸表 

（１）連結貸借対照表 

  （単位：百万円）

 前連結会計年度 当連結会計年度 

 （平成 20 年３月 31 日） （平成 21 年３月 31 日） 

資産の部 
 流動資産 
  現金預金 5,180 5,533

  受取手形・完成工事未収入金等※1 28,637 31,552

  販売用不動産        ※1 17,669 14,825

  未成工事支出金 6,526 5,501

  不動産事業支出金 3 42

  繰延税金資産 1,170 1,168

  立替金 5,402 2,671

  その他 1,558 2,327

  貸倒引当金 △223 △149

  流動資産合計 65,925 63,472

 固定資産 
  有形固定資産 
   建物・構築物       ※1 7,387 4,400

   機械、運搬具及び工具器具備品 4,598 4,512

   船舶 5,131 4,528

   土地           ※1 12,376 7,679

   リース資産 － 5

   減価償却累計額 △12,028 △10,272

   有形固定資産計 17,465 10,855

  無形固定資産 120 108

  投資その他の資産 
   投資有価証券 12,849 12,135

   繰延税金資産 2,547 －

   その他 1,683 1,732

   貸倒引当金 △252 △279

   投資その他の資産計 16,828 13,588

  固定資産合計 34,414 24,551

繰延資産 25 16

資産合計 100,365 88,041
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  （単位：百万円）

 前連結会計年度 当連結会計年度 

 （平成 20 年３月 31 日） （平成 21 年３月 31 日） 

負債の部 
 流動負債 
  支払手形・工事未払金等 26,089 25,244

  社債（１年以内償還予定） ※1 956 1,160

  短期借入金        ※1 21,505 22,885

  リース債務 － 1

  未払法人税等 111 64

  未成工事受入金 8,303 7,119

  賞与引当金 120 7

  完成工事補償引当金 58 56

  工事損失引当金 38 52

  その他 3,349 3,296

  流動負債合計 60,532 59,887

 固定負債 
  社債           ※1 1,660 500

  長期借入金        ※1 2,399 1,092

  リース債務 － 4

  再評価に係る繰延税金負債 2,518 1,670

  退職給付引当金 3,454 3,258

  その他 353 251

  固定負債合計 10,384 6,777

 負債合計 70,917 66,664

純資産の部 
 株主資本 
  資本金 15,431 15,431

  資本剰余金 7,464 5,154

  利益剰余金 5,220 572

  自己株式 △691 △691

  株主資本合計 27,425 20,467

 評価・換算差額等 
  その他有価証券評価差額金 127 △67

  土地再評価差額金 1,719 795

  評価・換算差額等合計 1,846 728

 少数株主持分 176 181

 純資産合計 29,448 21,376

負債純資産合計 100,365 88,041
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（２）連結損益計算書 
 （単位：百万円）

 前連結会計年度 当連結会計年度 

 （自平成 19 年４月１日 （自平成 20 年４月１日 

 至平成 20 年３月 31 日） 至平成 21 年３月 31 日） 

売上高 
 完成工事高 85,653 78,912

 不動産事業売上高 5,484 3,504

 売上高合計 91,138 82,416

売上原価 
 完成工事原価 80,412 73,404

 不動産事業売上原価 3,612 2,214

 販売用不動産評価損 － 1,586

 売上原価合計 84,024 77,205

売上総利益 
 完成工事総利益 5,241 5,507

 不動産事業総利益・損失（△） 1,872 △296

 売上総利益合計 7,114 5,211

販売費及び一般管理費 6,160 5,118

営業利益 953 92

営業外収益 
 受取利息 26 22

 受取配当金 92 25

 持分法による投資利益 520 184

 その他 81 76

 営業外収益合計 720 309

営業外費用 
 支払利息 777 697

 為替差損 － 162

 その他 87 108

 営業外費用合計 864 969

経常利益・損失（△） 809 △567

特別利益 
 前期損益修正益 553 209

 固定資産売却益 94 27

 投資有価証券売却益 2,353 101

 その他 39 11

 特別利益合計 3,041 349

特別損失 
 前期損益修正損 95 62

 固定資産売却損 714 1,083

 固定資産除却損 49 12

 退職特別加算金 496 447

 貸倒損失 － 1,537

 減損損失          ※1 659 1,924

 その他 298 683

 特別損失合計 2,313 5,750

税金等調整前当期純利益・損失（△） 1,538 △5,968

法人税、住民税及び事業税 143 122

法人税等調整額 777 1,785

法人税等合計 920 1,907

少数株主利益 10 5

当期純利益・損失（△） 607 △7,881
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（３）連結株主資本等変動計算書 

 

 （単位：百万円）

 前連結会計年度 当連結会計年度 

 （自平成 19 年４月１日 （自平成 20 年４月１日 

 至平成 20 年３月 31 日） 至平成 21 年３月 31 日） 

株主資本 
 資本金 
  前期末残高 15,431 15,431

  当期変動額 
   当期変動額合計 － －

  当期末残高 15,431 15,431

 資本剰余金 
  前期末残高 18,053 7,464

  当期変動額 
    欠損填補による資本剰余金から利

益剰余金への振替 
△10,589 △2,309

    当期変動額合計 △10,589 △2,309

  当期末残高 7,464 5,154

 利益剰余金 
  前期末残高 △3,531 5,220

  当期変動額 
    欠損填補による資本剰余金から利

益剰余金への振替 
10,589 2,309

    当期純利益・損失（△） 607 △7,881

    土地再評価差額金の取崩 △2,444 923

    当期変動額合計 8,752 △4,648

  当期末残高 5,220 572

 自己株式 
  前期末残高 △691 △691

  当期変動額 
   自己株式の取得 △0 △0

   自己株式の処分 0 0

   当期変動額合計 △0 △0

  当期末残高 △691 △691

 株主資本合計 
  前期末残高 29,262 27,425

  当期変動額 
    欠損填補による資本剰余金から利

益剰余金への振替 
－ －

    当期純利益・損失（△） 607 △7,881

    自己株式の取得 △0 △0

    自己株式の処分 0 0

    土地再評価差額金の取崩 △2,444 923

    当期変動額合計 △1,837 △6,958

   当期末残高 27,425 20,467
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 （単位：百万円）

 前連結会計年度 当連結会計年度 

 （自平成 19 年４月１日 （自平成 20 年４月１日 

 至平成 20 年３月 31 日） 至平成 21 年３月 31 日） 

評価・換算差額等 
 その他有価証券評価差額金 
  前期末残高 3,232 127

  当期変動額 
   株主資本以外の項目の当期変動額

（純額） 
△3,104 △195

   当期変動額合計 △3,104 △195

  当期末残高 127 △67

 土地再評価差額金 
  前期末残高 △725 1,719

  当期変動額 
   株主資本以外の項目の当期変動額

（純額） 
2,444 △923

   当期変動額合計 2,444 △923

  当期末残高 1,719 795

 評価・換算差額等合計 
  前期末残高 2,506 1,846

  当期変動額 
   株主資本以外の項目の当期変動額

（純額） 
△659 △1,118

   当期変動額合計 △659 △1,118

  当期末残高 1,846 728

 少数株主持分 
  前期末残高 166 176

  当期変動額 
   株主資本以外の項目の当期変動額

（純額） 
10 5

   当期変動額合計 10 5

  当期末残高 176 181

 純資産合計 
  前期末残高 31,935 29,448

  当期変動額 
    欠損填補による資本剰余金から利

益剰余金への振替 
－ －

    当期純利益・損失（△） 607 △7,881

    自己株式の取得 △0 △0

    自己株式の処分 0 0

    土地再評価差額金の取崩 △2,444 923

   株主資本以外の項目の当期変動額

（純額） 
△649 △1,112

    当期変動額合計 △2,486 △8,071

   当期末残高 29,448 21,376
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 
 （単位：百万円）

 前連結会計年度 当連結会計年度 

 （自平成 19 年４月１日 （自平成 20 年４月１日 

 至平成 20 年３月 31 日） 至平成 21 年３月 31 日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 
税金等調整前当期純利益・損失（△） 1,538 △5,968

減価償却費 515 433

減損損失 659 1,924

貸倒引当金の増減額（△は減少） △167 △46

退職給付引当金の増減額（△は減少） 545 △196
開発事業損失引当金の増加・減少（△）
額 

△1,505 －

その他の引当金の増減額（△は減少） △677 △100

受取利息及び受取配当金 △118 △47

支払利息 777 697

持分法による投資損失・利益（△） △520 △184
有価証券・投資有価証券売却損・益
（△） 

△2,353 △88

固定資産除売却損・益（△） 669 1,068

売上債権の減少・増加（△）額 △3 △2,914

未成工事支出金の増減額（△は増加） 
5,439 985

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,562 2，844

仕入債務の増減額（△は減少） △190 △845

未成工事受入金の増減額（△は減少） △4,269 △1,184

その他の資産の増減額（△は増加） △572 1,776

その他の負債の増減額（△は減少） △881 △112

その他 △13 312

小計 434 △1,646

利息及び配当金の受取額 111 46

利息の支払額 △771 △762

法人税等の支払額 △110 △159

営業活動によるキャッシュ・フロー △336 △2,522
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 （単位：百万円）

 前連結会計年度 当連結会計年度 

 （自平成 19 年４月１日 （自平成 20 年４月１日 

 至平成 20 年３月 31 日） 至平成 21 年３月 31 日） 

投資活動によるキャッシュ・フロー 
有形固定資産の取得による支出 △268 △229

有形固定資産の売却による収入 2,419 3,412

投資有価証券の取得による支出 △67 △137

投資有価証券の売却による収入 4,354 584

貸付けによる支出 △145 △241

貸付金の回収による収入 112 154

その他 76 262

投資活動によるキャッシュ・フロー 6,481 3,804

財務活動によるキャッシュ・フロー 
短期借入金の純増減額（△は減少） △916 2,628

長期借入れによる収入 100 605

長期借入金の返済による支出 △5,689 △3,160

社債の償還による支出 △1,152 △956

配当金の支払額 △4 △2

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 0 0
ファイナンス・リース債務の返済によ
る支出 

－ △0

預金の担保提供による支出 － △4,606

預金の担保解除による収入 － 4,606

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,662 △885

現金及び現金同等物に係る換算差額 61 △50

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,456 346

現金及び現金同等物の期首残高 6,636 5,180

現金及び現金同等物の期末残高 5,180 5,526
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継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況 
 
 該当事項はありません。 
 
 
連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

項 目 
前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

１．会計処理基準に関する事

項 

  

(1）重要な減価償却資産の

減価償却の方法 

有形固定資産 

 主として、建物については定額法、そ

の他については定率法によっておりま

す。 

なお、主な耐用年数は次のとおりであ

ります。 

建物・構築物 ２～50年 

機械・運搬具・工

具器具備品 
２～15年 

船舶 ２～14年 
 

有形固定資産（リース資産を除く） 

同左 

 （会計方針の変更） 

 法人税法の改正（（所得税法等の一部

を改正する法律 平成19年３月30日 法

律第６号）及び（法人税法施行令の一部

を改正する政令 平成19年３月30日 政

令第83号））に伴い、当連結会計年度よ

り平成19年４月１日以降に取得したもの

については、改正後の法人税法に基づく

減価償却の方法に変更しております。 

 なお、この変更により損益に与える影

響は軽微であります。 

────── 

 ────── リース資産 
リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法を採用しております。
なお、所有権移転外ファイナンス・リー
ス取引のうち、リース取引開始日が平成
20年３月31日以前のリース取引について
は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じ
た会計処理によっております。 
（会計方針の変更） 
所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る
方法に準じた会計処理によっておりまし
たが、当連結会計年度より「リース取引
に関する会計基準」（企業会計基準第13
号（平成５年６月17日（企業会計審議会
第一部会）、平成19年３月30日改正））
及び「リース取引に関する会計基準の適
用指針」（企業会計基準適用指針第16号
（平成６年１月18日（日本公認会計士協
会 会計制度委員会）、平成19年３月30
日改正））を適用し、通常の売買取引に
係る会計処理によっております。 
これにより損益に与える影響はありま

せん。 
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前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

(2)その他連結財務諸表作成

のための重要な事項 

完成工事高の収益計上基準 
完成工事高の計上は、工事完成基準

を採用しておりますが、長期大型（工
期１年以上かつ請負金額５億円以上）
の工事については、工事進行基準を採
用しております。 

 

完成工事高の収益計上基準 
当連結会計年度末までの進捗部分に

ついて成果の確実性が認められる工事
については工事進行基準（工事の進捗
率の見積りは原価比例法による）を、
その他の工事については、工事完成基
準を採用しております。 

 ────── （会計方針の変更） 
請負工事に係る収益の計上基準につ

いては、従来、請負金額５億円以上か
つ工期１年以上の工事については工事
進行基準を、その他の工事については
工事完成基準を適用しておりました
が、「工事契約に関する会計基準」（企
業会計基準第15号）及び「工事契約に
関する会計基準の適用指針」（企業会
計基準適用指針第18号）が平成21年４
月１日より前に開始する連結会計年度
から適用できることになったことに伴
い、当連結会計年度からこれらの会計
基準等を適用し、当連結会計年度に着
手した工事契約から、当連結会計年度
末までの進捗部分について成果の確実
性が認められる工事については工事進
行基準（工事の進捗見積りは原価比例
法）を、その他の工事については工事
完成基準を適用しております。 
 これにより、営業利益は250百万円
の増加、経常損失及び税金等調整前当
期純損失は250百万円減少しておりま
す。 

 なお、上記以外は、最近の有価証券報告書（平成 20 年６月 30 日提出）における記載から重要な変更が
ないため、開示を省略しております。 
 
追加情報 

前連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

（保有目的の変更） ────── 
 従来、事業目的で保有していた有形固定資産の一部を、
当連結会計年度において販売目的に変更いたしました。
この変更に伴う有形固定資産から販売用不動産への振替
額は、建物・構築物 94 百万円、土地 1,025 百万円であり
ます。 

 

（持分法適用関連会社における工事損失の見込み） ────── 
 当社の持分法適用会社である佐藤工業株式会社のジュ
ロン立坑工事（シンガポール）において施工中に障害が
発生し、工事損失が見込まれますが、今後の見通しや負
担関係等から現時点では金額を合理的に見積もることが
困難であります。 
 現在、工事損失の見込みについて精査中でありますが、
その結果次第では次期以降の当社グループの財政状態及
び経営成績に影響を与える可能性があります。 

 

────── （有形固定資産の耐用年数の変更） 

  当社の機械装置については、当連結会計年度より一部
の資産の耐用年数を変更しております。 
 この変更は、法人税法の改正を契機として、保有する
機械装置の利用状況を見直したものであります。 
 この変更による影響は軽微であります。 
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注記事項 
 （連結貸借対照表関係） 

前連結会計年度 
（平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成21年３月31日） 

※１ このうち、下記のとおり担保に供しております。 ※１ このうち、下記のとおり担保に供しております。

(1）(イ)担保差入資産 (1）(イ)担保差入資産 
  

 百万円

販売用不動産 197 

建物 689 

土地 1,342 

計 2,229 
  

  
 百万円

完成工事未収入金 3,658 

販売用不動産 14,691 

建物 1,804 

土地 7,670 

計 27,825 
  

(ロ)担保付債務 (ロ)担保付債務 
  

 百万円

短期借入金 100 

長期借入金 
（１年以内返済予定額を含む) 

2,100 

  

  
 百万円

社債（１年以内償還予定） 1,160 

短期借入金 21,244 

社債 500 

長期借入金 1,067 
  

(2）上記の他、有価証券27百万円を非連結子会社と金

融機関との間で締結した貸付契約に基づく債務の

担保に供しております。 

(2）上記の他、有価証券27百万円を非連結子会社と金

融機関との間で締結した貸付契約に基づく債務の

担保に供しております。 

    なお、債務のうち完成工事未収入金を担保に供

している部分については平成 21 年４月末時点で

その大部分の返済を完了しております。 
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 （連結損益計算書関係） 

前連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

※１ 当連結会計年度において、当社グループは以下の

資産または資産グループについて減損損失を計上し

ております。 

※１ 当連結会計年度において、当社グループは以下の

資産または資産グループについて減損損失を計上し

ております。 
 

用途 種類 場所 件数

賃貸用資産 土地 福岡県他 3件

遊休資産 
土地 
建物 

福岡県他 11件

  

 

用途 種類 場所 件数 

営業所等 

土地 
建物 
機械装置 
構築物 

千葉県等 34件 

賃貸用資産 土地 福岡県 1件 

遊休資産 土地 宮城県 1件 

  

減損損失を認識した賃貸用資産及び遊休資産について

は、それぞれ個別の物件毎にグルーピングしております。

事業目的で保有していた上記資産の保有目的を変更し

たことに伴い、上記資産または資産グループの帳簿価額

を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失 659
百万円（賃貸用資産・土地 127 百万円、遊休資産・建物

174 百万円、土地 357 百万円）として特別損失に計上し

ております。 
なお、当該資産または資産グループの回収可能価額は

正味売却価額を採用し、正味売却価額は路線価額等を合

理的に調整し評価しております。 

減損損失を認識した賃貸用資産及び遊休資産について

は、それぞれ個別の物件毎にグルーピングしております。

上記資産の保有方針の変更等により、上記資産または

資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当

該減少額を減損損失 1,924 百万円（営業所等・土地 1,018
百万円、営業所等・建物 772 百万円、営業所等・構築物

０百万円、営業所等・機械装置５百万円、賃貸用資産・

土地 127 百万円、遊休資産・土地１百万円）として特別

損失に計上しております。 
なお、当該資産または資産グループの回収可能価額は

正味売却価額を採用し、正味売却価額は路線価額等を合

理的に調整し処分費用等を加味して評価しております。

 なお、上記以外は、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略します。 
 
 
注記事項（連結株主資本等変動計算書関係）（連結キャッシュ・フロー計算書関係）（リース取引関係）

（有価証券関係）（デリバティブ取引関係）（退職給付関係）（税効果会計関係）（関連当事者との取引） 

 以上に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示

を省略します。 
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（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 
前連結会計年度（自 平成 19 年４月１日 至 平成 20 年３月 31 日） 

 
建設事業 
（百万円） 

不動産事業等
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益  

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高 85,653 5,484 91,138 － 91,138

(2）セグメント間の内部売上高又
は振替高 

－ 170 170 (170) －

計 85,653 5,655 91,309 (170) 91,138

営業費用 86,096 4,259 90,355 (170) 90,184

営業利益 △442 1,396 953 － 953

Ⅱ 資産、減価償却費及び資本的支
出 

 

資産 59,778 32,840 92,618 7,746 100,365

減価償却費 406 109 515 － 515

減損損失 444 127 572 86 659

資本的支出 271 4 276 － 276

 
当連結会計年度（自 平成 20 年４月１日 至 平成 21 年３月 31 日） 

 
建設事業 
（百万円） 

不動産事業等
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益  

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高 78,912 3,504 82,416 － 82,416

(2)セグメント間の内部売上高又
は振替高 

18 86 105 (105) －

計 78,930 3,591 82,521 (105) 82,416

営業費用 78,056 4,372 82,428 (105) 82,323

営業利益 873 △781 92 － 92

Ⅱ 資産、減価償却費及び資本的支
出 

 

資産 51,259 29,461 80,720 7,320 88,041

減価償却費 377 56 433 － 433

減損損失 1,068 132 1,200 723 1,924

資本的支出 134 84 218 － 218

（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容 
(1）事業区分の方法 
 日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。 

(2）各区分に属する主要な事業の内容 
 建設事業 ：土木・建築その他建設工事全般に関する事業 

 不動産事業等 ：不動産の賃貸・販売・管理に関する事業他 

２．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、前連結会計年度 7,746 百万円、当連結会計

年度 7,320 百万円であります。その主なものは、連結財務諸表提出会社での余資運用資金（現金預金）及び

長期投資資金（投資有価証券等）であります。 
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【所在地別セグメント情報】 
前連結会計年度（自 平成 19 年４月１日 至 平成 20 年３月 31 日）及び当連結会計年度（自 平成 20

年４月１日 至 平成 21 年３月 31 日） 

 在外連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報の記載をしておりません。 

【海外売上高】 
前連結会計年度（自 平成 19 年４月１日 至 平成 20 年３月 31 日）及び当連結会計年度（自 平成 20

年４月１日 至 平成 21 年３月 31 日） 

   海外売上高が連結売上高の 10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

 

（１株当たり情報） 

  

前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 

至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成20年４月１日 

至 平成21年３月31日） 

１株当たり純資産額（円） 237.27 171.81 

１株当たり当期純利益（損失）（円） 4.93 △63.88 

 （注）１．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。 

２．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

３．１株当たり当期純利益（損失）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 

至 平成20年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成20年４月１日 

至 平成21年３月31日） 

当期純利益（損失）（百万円） 607 △7,881 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る当期純利益（損失） 

（百万円） 607 △7,881 

普通株式の期中平均株式数（千株） 123,369 123,367 
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５.個別財務諸表 

（１）貸借対照表 

  （単位：百万円）

 前事業年度 当事業年度 

 （平成 20 年３月 31 日） （平成 21 年３月 31 日） 

資産の部 
 流動資産 
  現金預金 4,742 5,230

  受取手形 6,237 4,059

  完成工事未収入金 21,583 27,054

  不動産事業未収入金 43 65

  販売用不動産 17,325 14,493

  未成工事支出金 6,487 5,126

  不動産事業支出金 3 42

  未収入金 － 1,348

  立替金 5,454 2,669

  その他 1,933 1,221

  貸倒引当金 △156 △76

  流動資産合計 63,654 61,236

 固定資産 
  有形固定資産 
   建物 6,220 3,250

    減価償却累計額 △2,773 △1,497

    建物（純額） 3,447 1,752

   構築物 289 274

    減価償却累計額 △246 △229

    構築物（純額） 42 45

   機械及び装置 1,255 1,232

    減価償却累計額 △991 △1,033

    機械及び装置（純額） 264 198

   船舶 4,899 4,312

    減価償却累計額 △4,529 △4,028

    船舶（純額） 370 283

   車両運搬具 62 57

    減価償却累計額 △36 △52

    車両運搬具（純額） 25 4

   工具器具・備品 910 907

    減価償却累計額 △787 △769

    工具器具・備品（純額） 123 138

   土地 12,191 7,495

   リース資産 － 5

    減価償却累計額 － 0

    リース資産（純額） － 5

   有形固定資産計 16,465 9,925

  無形固定資産 
   借地権 1 1

   その他 114 102

   無形固定資産計 115 103
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  （単位：百万円）

 前事業年度 当事業年度 

 （平成 20 年３月 31 日） （平成 21 年３月 31 日） 

  投資その他の資産 
   投資有価証券 2,836 1,934

   関係会社株式 1,685 1,421

   従業員に対する長期貸付金 － 0

   関係会社長期貸付金 2,613 2,556

   破産債権、更生債権等 147 468

   繰延税金資産 2,544 －

   長期保証金 931 727

   その他 566 502

   貸倒引当金 △254 △281

   投資その他の資産計 11,070 7,330

  固定資産合計 27,651 17,359

 繰延資産 
  社債発行費 24 15

  繰延資産合計 24 15

 資産合計 91,330 78,611

負債の部 
 流動負債 
  支払手形 12,825 11,422

  工事未払金 12,944 13,312

  不動産事業未払金 91 64

  社債（１年以内償還予定） 936 1,140

  短期借入金 21,160 22,617

  リース債務 － 1

  未払金 591 345

  未払法人税等 71 58

  未成工事受入金 8,035 6,921

  預り金 2,597 2,780

  賞与引当金 103 －

  完成工事補償引当金 54 55

  工事損失引当金 38 52

  その他 99 141

  流動負債合計 59,549 58,912

 固定負債 
  社債 1,610 470

  長期借入金 2,256 1,067

  リース債務 － 4

  再評価に係る繰延税金負債 2,518 1,670

  退職給付引当金 3,437 3,242

  その他 234 144

  固定負債合計 10,055 6,599

 負債合計 69,605 65,512
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  （単位：百万円）

 前事業年度 当事業年度 

 （平成 20 年３月 31 日） （平成 21 年３月 31 日） 

純資産の部 
 株主資本 
  資本金 15,431 15,431

  資本剰余金 
   資本準備金 3,857 3,857

   その他資本剰余金 3,589 1,279

   資本剰余金合計 7,447 5,137

  利益剰余金 
   その他利益剰余金 
    繰越利益剰余金 △2,309 △7,507

   利益剰余金合計 △2,309 △7,507

  自己株式 △691 △691

  株主資本合計 19,878 12,370

 評価・換算差額等 
  その他有価証券評価差額金 127 △67

  土地再評価差額金 1,719 795

  評価・換算差額等合計 1,846 728

 純資産合計 21,724 13,098

負債純資産合計 91,330 78,611
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（２）損益計算書 

 
 

 （単位：百万円）

 前事業年度 当事業年度 

 （自平成 19 年４月１日 （自平成 20 年４月１日 

 至平成 20 年３月 31 日） 至平成 21 年３月 31 日） 

売上高 
 完成工事高 80,565 76,130

 不動産事業売上高 5,013 3,097

 売上高合計 85,579 79,227

売上原価 
 完成工事原価 75,800 71,029

 不動産事業売上原価 3,170 1,875

 販売用不動産評価損 － 1,586

 売上原価合計 78,970 74,491

売上総利益 
 完成工事総利益 4,765 5,101

 不動産事業総利益・損失（△） 1,843 △364

 売上総利益合計 6,609 4,736

販売費及び一般管理費 
 役員報酬 216 175

 従業員給料手当 2,472 1,956

 賞与引当金繰入額 36 －

 退職金 8 7

 退職給付費用 214 215

 法定福利費 373 294

 福利厚生費 119 121

 修繕維持費 24 40

 事務用品費 73 72

 通信交通費 454 390

 動力用水光熱費 45 37

 調査研究費 160 112

 広告宣伝費 146 100

 交際費 153 110

 寄付金 13 7

 地代家賃 386 338

 減価償却費 79 69

 租税公課 269 276

 保険料 34 23

 雑費 517 500

 販売費及び一般管理費合計 5,800 4,851

営業利益・損失（△） 809 △114
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 （単位：百万円）

 前事業年度 当事業年度 

 （自平成 19 年４月１日 （自平成 20 年４月１日 

 至平成 20 年３月 31 日） 至平成 21 年３月 31 日） 

営業外収益 
 受取利息 78 81

 受取配当金 91 24

 保険収入 27 28

 その他 60 51

 営業外収益合計 257 186

営業外費用 
 支払利息 754 682

 為替差損 － 162

 その他 85 106

 営業外費用合計 839 952

経常利益・損失（△） 226 △880

特別利益 
 前期損益修正益 553 180

 固定資産売却益 61 26

 投資有価証券売却益 2,353 101

 その他 31 2

 特別利益合計 3,000 311

特別損失 
 前期損益修正損 60 59

 固定資産売却損 713 1,083

 固定資産除却損 21 8

 退職特別加算金 496 447

 貸倒損失 － 1,537

 減損損失 659 1,924

 その他 262 924

 特別損失合計 2,213 5,984

税引前当期純利益・損失（△） 1,013 △6,554

法人税、住民税及び事業税 101 93

法人税等調整額 776 1,783

法人税等合計 878 1,876

当期純利益・損失（△） 135 △8,430
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（３）株主資本等変動計算書 
 （単位：百万円）

 前事業年度 当事業年度 

 （自平成 19 年４月１日 （自平成 20 年４月１日 

 至平成20年３月31日） 至平成 21 年３月 31 日） 

株主資本 
 資本金 
  前期末残高 15,431 15,431

  当期変動額 
   当期変動額合計 － －

  当期末残高 15,431 15,431

 資本剰余金 
  資本準備金 
   前期末残高 3,857 3,857

   当期変動額 
    当期変動額合計 － －

   当期末残高 3,857 3,857

  その他資本剰余金 
   前期末残高 14,178 3,589

   当期変動額 
    欠損填補による資本剰余金から

利益剰余金への振替 
△10,589 △2,309

    当期変動額合計 △10,589 △2,309

   当期末残高 3,589 1,279

  資本剰余金合計 
   前期末残高 18,036 7,447

   当期変動額 
    欠損填補による資本剰余金から

利益剰余金への振替 
△10,589 △2,309

    当期変動額合計 △10,589 △2,309

   当期末残高 7,447 5,137

 利益剰余金 
  その他利益剰余金 
   繰越利益剰余金 
    前期末残高 △10,589 △2,309

    当期変動額 
     欠損填補による資本剰余金か

ら利益剰余金への振替 
10,589 2,309

     当期純利益・損失（△） 135 △8,430

     土地再評価差額金の取崩 △2,444 923

     当期変動額合計 8,279 △5,198

    当期末残高 △2,309 △7,507

  利益剰余金合計 
    前期末残高 △10,589 △2,309

    当期変動額 
     欠損填補による資本剰余金か

ら利益剰余金への振替 
10,589 2,309

     当期純利益・損失（△） 135 △8,430

     土地再評価差額金の取崩 △2,444 923

     当期変動額合計 8,279 △5,198

    当期末残高 △2,309 △7,507
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 （単位：百万円）

 前事業年度 当事業年度 

 （自平成 19 年４月１日 （自平成 20 年４月１日 

 至平成20年３月31日） 至平成 21 年３月 31 日） 

 自己株式 
  前期末残高 △691 △691

  当期変動額 
自己株式の取得 △0 △0

   自己株式の処分 0 0

   当期変動額合計 △0 △0

  当期末残高 △691 △691

 株主資本合計 
  前期末残高 22,188 19,878

  当期変動額 
欠損填補による資本剰余金から

利益剰余金への振替 
－ －

    当期純利益・損失（△） 135 △8,430

自己株式の取得 △0 △0

    自己株式の処分 0 0

    土地再評価差額金の取崩 △2,444 923

    当期変動額合計 △2,309 △7,507

  当期末残高 19,878 12,370

評価・換算差額等 
 その他有価証券評価差額金 
  前期末残高 3,232 127

  当期変動額 
   株主資本以外の項目の当期変動額

（純額） 
△3,104 △195

   当期変動額合計 △3,104 △195

  当期末残高 127 △67

 土地再評価差額金 
  前期末残高 △725 1,719

  当期変動額 
   株主資本以外の項目の当期変動額

（純額） 
2,444 △923

   当期変動額合計 2,444 △923

  当期末残高 1,719 795

 評価・換算差額等合計 
  前期末残高 2,506 1,846

  当期変動額 
   株主資本以外の項目の当期変動額

（純額） 
△659 △1,118

   当期変動額合計 △659 △1,118

  当期末残高 1,846 728
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 （単位：百万円）

 前事業年度 当事業年度 

 （自平成 19 年４月１日 （自平成 20 年４月１日 

 至平成20年３月31日） 至平成 21 年３月 31 日） 

 純資産合計 
  前期末残高 24,694 21,724

  当期変動額 
    欠損填補による資本剰余金から

利益剰余金への振替 
－ －

    当期純利益・損失（△） 135 △8,430

    自己株式の取得 △0 △0

    自己株式の処分 0 0

    土地再評価差額金の取崩 △2,444 923

    株主資本以外の項目の当期変動

額（純額） 
△659 △1,118

    当期変動額合計 △2,969 △8,625

   当期末残高 21,724 13,098
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6．その他 
役員の異動：役員の異動につきましては確定次第別途開示いたします。 

    
受注・売上・繰越分類表 

  （１）受  注  高 
（単位：百万円） 

期別 前期（19.４～20.３） 当期（20.４～21.３） 増   減 

区分 金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 

  % %  %

海上土木 22,190 33.8 25,304 50.1 3,113 14.0

陸上土木 16,271 24.8 18,276 36.2 2,004 12.3

建築 26,936 41.1 6,716 13.3 △20,219 △75.1

建設事業 計 65,398 99.7 50,297 99.6 △15,101 △23.1

開発事業等 198 0.3 195 0.4 △2 △1.3

合計 65,597 100.0 50,493 100.0 △15,104 △23.0

  （２）売  上  高 
（単位：百万円） 

期別 前期（19.４～20.３） 当期（20.４～21.３） 増   減 

区分 金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 

  % %  %

海上土木 30,259 35.4 37,327 47.1 7,068 23.4

陸上土木 23,622 27.6 15,072 19.0 △8,549 △36.2

建築 26,684 31.1 23,730 30.0 △2,954 △11.1

完成工事高 計 80,565 94.1 76,130 96.1 △4,435 △5.5

不動産売上高 4,803 5.6 2,864 3.6 △1,938 △40.4

開発事業等売上高 210 0.3 233 0.3 22 10.8

合計 85,579 100.0 79,227 100.0 △6,351 △7.4

  （３）繰  越  高 
（単位：百万円） 

期別 前期（19.４～20.３） 当期（20.４～21.３） 増   減 

区分 金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 

  % %  %

海上土木 36,980 45.2 24,956 47.3 △12,023 △32.5

陸上土木 18,265 22.3 21,470 40.7 3,204 17.5

建築 26,487 32.5 6,327 12.0 △20,160 △76.1

建設事業 計 81,733 100.0 52,753 100.0 △28,979 △35.5

開発事業等 37 0.0 0 0.0 △37 △99.8

合計 81,770 100.0 52,753 100.0 △29,016 △35.5

 ※前期繰越高のうち事業の中止等により建築工事の受注額 3,146 百万円を当期において減額修正しております。 
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